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午前九時三〇分開会 

午前九時三〇分開議 

○議長（鈴川基次君） ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、

平成２９年美浜町議会第１回臨時会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、会議規則第１２６条の規定によって、３番 碓井議員、４番 北村

議員を指名します。 

 日程第２ 会期決定の件を議題にします。 

 事務局長から別紙会期予定表を説明します。 

○事務局長（北裏典孝君） 説明します。 

 平成２９年美浜町議会第１回臨時会会期予定表。２月１４日火曜日本会議。１番、会議

録署名議員の指名、２番、会期の決定、３番、諸報告、４番、全議案の提案理由説明、５

番、議案審議、以上です。 

○議長（鈴川基次君） お諮りします。 

 本臨時会の会期は、事務局長説明のとおり、本日１日にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日に決定しまし

た。 

 日程第３ 諸報告を行います。 

 地方自治法第１２１条の規定によって、本臨時会に説明員として出席通知のありました

者の職、氏名を一覧表としてお手元に配付しています。 

 本臨時会に提出された議案はお手元に配付していますが、事務局長から報告します。 

○事務局長（北裏典孝君） 報告します。 

 議案第１号 平成２８年度美浜町一般会計補正予算（第６号）について。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 町長提出案件は以上です。 

 報告します。 

 議員派遣の件についての派遣結果の報告については、お手元に配付のとおりです。 

 次に、監査委員から例月出納検査結果について、文書報告を受けています。お手元配付

のとおりです。 

 これで諸報告を終わります。 

 日程第４ 全議案の提案理由説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） おはようございます。 
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 平成２９年美浜町議会第１回臨時会に上程いたしました議案１件について、提案理由を

申し上げます。 

 議案第１号は、平成２８年度美浜町一般会計補正予算（第６号）についてでございます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ３５，５４５千円を追加し、補正後

の歳入歳出予算総額を４０億７２，９４８千円とするものでございます。 

 補正の内容は３点ございまして、１点目は、２月３日に国の地方創生拠点整備交付金の

内示がございましたことからその事業に係る経費を計上するもの、２点目は、西川に設置

されている田井久保田樋門の修繕費用の計上、そして３点目が、現在濱ノ瀬地内で施工中

の防火水槽の工事費の追加でございます。 

 また、地方債の追加がございますので、第２表地方債補正の追加もお願いしてございま

す。 

 以上、議案につきまして、提案理由を申し上げました。何とぞよろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） 日程第５ 議案第１号 平成２８年度美浜町一般会計補正予算

（第６号）についてを議題とします。 

本件について、細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第１号 平成２８年度美浜町一般会計補正予算（第６号）

につきまして細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ３５，５４５千円を追加し、補正後

の歳入歳出予算総額を４０億７２，９４８千円とするものでございます。 

 今回は、３点について補正予算をお願いしてございます。 

 １点目は、今回、地方創生拠点整備交付金の内示がございましたことから、事業に係る

経費を計上するもの。２点目は、西川と斉川の合流点付近に設置されている田井久保田樋

門の修繕費用の計上。３点目は、現在濱ノ瀬地内で施工中の防火水槽の工事について、新

たな工法導入費用が必要となったことによる工事費の追加でございます。 

 では、歳入から順を追ってご説明いたします。 

 ７ページの地方交付税８，５４５千円の追加は、財源調整によるものでございます。 

 国庫支出金、国庫補助金、総務費国庫補助金、地方創生事業費補助金１４，５００千円

の追加は、国の第２次補正予算により、地方創生拠点整備交付金が去る２月３日に交付内

示され、交付対象として日の岬・アメリカ村の再生のための漁師レストランやゲストハウ

スの整備などの事業が採択されたことによるものでございます。 

 町債、総務債、一般補助施設整備等事業債は１２，５００千円で、地方創生拠点整備交

付金を充当した事業のうち起債対象となる部分に充当するものでございます。 

 次に、９ページの歳出でございます。 

 総務費、総務管理費、地方創生事業費３１，０００千円の追加は、地方創生拠点整備交

付金１４，５００千円が認められたことから、日の岬・アメリカ村の再生のための漁師レ
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ストランやゲストハウスの整備などの設計委託業務や工事費などを計上するものでござい

ます。 

 農林水産業費、農業費、農地費、工事請負費２，５４５千円の追加は、農業用樋門の修

繕工事でございまして、西川と斎川の合流点付近に設置されている田井久保田樋門につい

ては、平成２２年度において、和歌山県によりその電動化が施され、完成後、美浜町に譲

渡されているものであります。現在、和歌山県においては、この田井久保田樋門を含めた

４樋門を対象とする和田川樋門等遠隔操作システム整備事業が進められており、その過程

において、操作盤や開閉装置内の電気回路が落雷によりショートしていることが判明し、

電動による樋門の開閉が全く作動しない状況にあります。和歌山県における遠隔操作シス

テム整備事業の工期末が平成２９年３月２１日となっており、現状のままでは、この整備

事業の完成に対しても支障を及ぼすこととなりますので、町としても、早急に修繕し、復

旧しなければならないと判断した次第であります。 

 消防費、消防施設費、工事請負費２，０００千円の追加は、現在施工中の濱ノ瀬地区防

火水槽改修工事において、予想していた土質よりも地盤が硬質であり、仮設工における土

どめ矢板を圧入するに当たり、新たな工法を導入する必要が生じたため、工事費用を増額

するものでございます。 

 以上、３点について細部説明を申し上げました。地方債を追加しましたので、３ページ

に第２表地方債補正の追加、また、予算書の末尾に地方債の現在高見込みに関する調書を

添付してございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） この臨時議会のメインでございます地方創生の話ですけども、こ

こに４，５３４千円、設計委託業務が載っております。下にはレストハウスが１３，６６

６千円という工事金額も出ております。本来、設計して幾らぐらいかかるかということが

わかって、そんで工事費が出てくると、この工事費というのは後でまだ追加出てくるんで

すか。まず疑問に思うのは、１３，６６６千円でするとしたら、設計費用が４，５３４千

円と、ちょっと大き過ぎると考えるんは、これ私だけなんかな。この点、まず１点。 

 それから、副町長は３点ございますと、今回の案件は。この工事請負費というのに、単

独工事とだけしか書かれておりません。この部分についての細部説明もございませんでし

た。この１，５７０千円は何の単独工事なんですか。これ、２点目に伺いたい。 

 それから、いま１点。いよいよ設計段階に入り、工事費も計上してきました。ここまで

防災企画の中でやってきてくれました。実際、これ、予算ついて、設計して、さあできた

と、どこがこれをやっていくんですか。 

 以上、まず３点伺いたいと思います。 

○議長（鈴川基次君） 統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） どうも貴重なご指摘ありがとうございます。 
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 ３点ございまして、最初の設計の金額が大き過ぎるんじゃないかというところなんです

が、これ、これからもアメリカ村をどう再生していくかという話で、１つは、設計といっ

て、一般的に実施設計というのが考えられると思うんですが、その前に、そもそも、アメ

リカ村とか日の岬、三尾地区全体を、もしくはもっと言えば美浜町全体を見渡した中でア

メリカ村というのはどうあるべきか、三尾地区がどうあるべきかというのを、私は予算屋

というイメージでこういう積算をしていたんですが、そんな専門家の方に、知見のある方

に見てもらおうと思っていまして、だから、ともかくレストランをつくってくれとか、ゲ

ストハウスつくってくれと言うんじゃなくて、そもそもどうあるべきかというグランドデ

ザイン的な部分を実は考えてほしいと思っておりまして、基本設計とグランドデザインを

含めた金額なんで、一般の設計料よりは多めに積んでおります。 

 それから、２点目の町単独工事の１，５７０千円は何に使うのかと。実はこれは私も全

然予期せぬ事態に想定してということしか申し上げられません。順調にいけばそれは使わ

ずに済むんだと思うんですが、工事のことなんで、何があるかわからないんで積んでいる

ものでございまして、逆に言うと、今説明できるのであれば、そういう何らかの項目に入

れるんですが、できれば使わずに済むなら使わないようにしようと思っておりますが、国

で言えば予備費的なイメージで積ませていただいております。 

 それから、誰がやるかということですね。これ、前々から地方創生の話で、私、来たと

きからずっと申し上げておるんですが、地方創生推進交付金もそうですし、今後予定する

予定の地方創生推進交付金につきましても、地域の住民の方がやるものに対して役場が環

境整備するんであれば使ってくださいというものでございまして、役場が直接する、建物

とかは所有権がありますので、役場が直接やるんですけれども、実際の運営については、

地域の方にできればやっていただきたいというふうに思っておりまして、まだ、地区の方

には説明とかもしておりませんので、できるだけ早い目に、美浜地区がいいのか、美浜町

全体がいいのかあれですけれども、説明しまして、ぜひ自分たちの地域を自分たちで守る

んだ、自分たちで元気にするんだという方を募りまして、そういう方にやっていただきた

いと思っております。だから、今現時点で誰がやるんだということについては説明できま

せん。 

 もし、仮にどなたもということであれば、町外からそういう知見のある方を呼んでくる

ということも一つの考え方でありますし、それは今後、皆さんと相談しながら、決めてい

きたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（鈴川基次君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） この委託業務が、設計の委託業務の金額が上がっていて高いとい

うのは、今の説明でよくわかりました。 

 しかし、ここでこのことを指摘するのが正しいのかどうか、いじめるつもりはございま

せんので、さらっと流したいんですけれども、そう答弁されたら、議員という立場上、指
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摘せざるを得ないというのがこっちの苦しい立場なんですけれども、単独工事は予備費や

て、それはないで。これはもうさらっといたしまして。 

 一番肝心な３点目なんですが、一番聞きたいのがここなんですけれども、この地方創生

というのはいわゆるローカルアベノミクス、今の地方の活性化の国の政策の目玉というこ

とは理解しておるつもりでございます。そして、これが始まったときに、各議員なりにい

ただいたＣＤ、前にもここでも言ったように、総時間延長を言われたら４時間を超えるＤ

ＶＤ、私、一般質問書きながら全部見せてもらったつもりです、はたでかけながら。意味

も大体理解しておるつもりです。それで、いろんな活動の中で西山参事官が、担当官がこ

こへ来られたということも、どういう立場で来られたかということもよく理解しておるつ

もりでございます。でも、あのＤＶＤを見る限りにおいては、美浜町がきちんとビジョン

を組んで、ほんでメタデータではないですけれども、ビッグデータなんかの活用でも、地

方でできなんだらどうぞ言ってください、理解しますよというようなことも、あのＤＶＤ

に入っていましたよね。それと同じように、町が計画組んで、自分の町が余りにも人材不

足するんでアドバイスくださいよというようなことで、国から人事を派遣しますよという

話だったと思います。 

 でも、私、ここで議員という立場で傍観というんか、見させてもらっておりますと、何

もかも西山さんに放りつけてしもて、おまえせえって、うちとこの町は余りにも酷過ぎる

ように、私には感じてきております。しかし、その中でここまでよう計画立ててくださっ

たと思います。 

 しかし、私は町民の方にやるというんじゃなしに、この課はどこが担当するんですか。

工事も、工事の管理監督も全て、また、そういう人選とか何とかも防災企画課で行うんで

すか。この説明のときに、課長、出席されてなかったでしょう。忙しかったんでしょうけ

ども。私の目から見たら、全て西山さんに放りつけてしもて、という表現悪いですけれど

も、町はこんなにしていくんや、だから、ここがこうやというとこがこうするんだという

のが見えてこないんですよね。 

 河合課長が来ておられますけども、松キュウリとか何とかというんは、創生にかける前

に、キュウリという、松キュウリを堆肥でつくるというものがあった上をしたんで、どこ

が受けるかという、非常にやりやすいですよね。でも、今回のこのレストランとか、ゲス

トハウス云々というのは、全く受け皿のないとこで計画組んで、この計画が間違ったとい

うんじゃないんですよ。ここを進行していくのは非常に難しいと思うんです。松キュウリ

に比べてみたら。 

 その中で、どの課が担当するんかというの、私は住民が受けるとか受けんとかというの

は、最終的にはそうなると思います。どっかが、第三セクターつくるんか、誰かが名乗り

を上げてこの経営をさせてくださいと。でも、そこまでもっていくんに、どの課が責任持

つんか、防災企画課が、西山さんじゃなしに防災企画課が責任持ってやっていくんですか、

そこのところ一番最初に聞きたかったんです。 
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○議長（鈴川基次君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（中村幸嗣君） 田渕議員の質問にお答えします。 

 今言われたこの今回の交付金の取り扱いについては、内部、防災企画課の中でも、また、

町長、副町長も含めた中でも協議したところでございます。２８年度の補正予算というこ

とでもありますので、今回の交付金の取り扱いについては、まずは３月までについては、

この防災企画課が所管として担当するということになります。 

 ４月以降の話になるんですけども、これも、協議のあったところでございますが、今現

在で４月以降も防災企画課が担当するのか、また、組織内での新たな体制をつくって、そ

こが担当するのかというところについては、今、私のここでお話しできる範囲では定まっ

ておりません。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 質問が余り長なったらいかんのでさらっと流したいんですけれど

も、ちょっとここのとこだけは押さえておきたいんで説明させてもらいますけれども、昔、

戦後食料難では、日本はとにかく国民のおなかを膨らまそうということでいろんなビジョ

ンがあって、食料増産て至上命令でしたよね。ですから、日本の国中、食料増産だった。

そんな流れからいろいろずっと中間を省いて、結局、今、地方を潰してしもたら、都会、

東京が潰れるんやということに気づいて、地方を何とかして活性化しようというんが今の

目的ですよね、これ地方創生の。 

 結局、こういう工事をやっているということは、ＫＧＩ、キー・ゴール・インジケータ

ー、これ、なぜ持ってきたかということは、これが達成できなんだら、次の補助事業なん

か出てこないんですよね、昔と違って。ということは、これは簡単な事業やないと私は思

っているんです。昔のように、メニューを広げてどこでもええ、この条件を満たしたら応

募してこい、金出すさか、そんな形のもんじゃ、地方創生はないと思うんです。今ここに、

予算出てきて、実際、具体的に案まで出てきて、もう４月いうたらほんにすぐそこですよ

ね。どんなにしていくか。そら、課長は答えられないけれども、それは長ですから、当然

だと思います、長に伺います。長はどんなに、どのようにして、この事業を消化していく

つもりなんですか。 

 それから、もう１つだけつけ加えさせてもらいたいと思います。西山参事官が来られて、

もう１年たちました。２年という話でございます。２年来て、さよならと言ったときに、

西山さんが何を考え、何を目的に何をされたかということ継承する人も絶対必要やと思う

んです。中村課長、いや、それは十分、私に任せておきなさいと言われるんだったらそれ

で結構ですけれどね、今後も、地方創生というものが続いていく以上、西山さんが担って

くれた、あの机を守っていくような方は必要じゃないんですか。いわゆる参事官という方

がおられなくても、その担当になる課長補佐というか、室か、担当か、そういうもん、必

要なんですか。 
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 はたまた、以前ここでも案になりましたように、防災企画というんじゃなしに、企画は

企画で純粋にいくんやと、私はそれしかいいと思うんですけれども、企画課の中に防災が、

室か何か含まれるほうがいいというと、頭に防災と持ってくるより、企画課と持ってくる

しが私はいいと思っているんですが、そこら辺も含めて、実際、具体的に設計案が出てき

て、工事金額も出てきて、さあここをどこが面倒を見るんや、４月になって考える。余り

にもお粗末じゃないんですか。そこら辺、町長の腹の内を聞かせてください。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 もちろん、おっしゃるとおり、先ほども担当課長のほうからもご答弁させていただきま

したとおり、庁舎内で種々検討はしてございます。その中でじゃあ、４月からということ

ですけども、今、ここで、申すことはできないというのがいろんなケースの中で、どれが

一番いいのか。だから、今、田渕議員がおっしゃったとおり、防災企画課とか、はたまた、

田渕議員がおっしゃったとおり企画とか、そない分離のほうもいいのかとか、いろんなこ

との中で検討しているような状況でございます。 

 そして、中村担当課長のほうからもご答弁させていただきましたとおり、この、平成２

８年度ということで、まずもって担当課は防災企画課のほうでするということになってご

ざいます。だから、平成２９年度、決して遅々としてしているんじゃなくて、種々検討し

ておるということで、ここについては考えてほしいなとか思っていただきたいなと、この

ように思ってございます。 

 何分、田渕議員もおっしゃるとおり、この人材支援制度という形の中にのっとりまして、

地方創生ということで西山統括官を町のほうからお招き、お呼びしたということでござい

ます。あくまでも２年間ということでございますし、その中で言えば、いろんな田渕議員

がおっしゃるとおり、その辺は同様、同感なんですけれども、この後というんですか、い

ろんな西山統括官の考え、また思いということも踏襲というんですか継承、その方向も考

えてまいりたいなと、このように思ってございます。 

 ４月からにつきまして、改めてですけれども、また、ここでいろんな形でご答弁させて

いただくケースもあろうかと、このように感じてございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ４回目なんで手短に質問させてもらいますけれども、種々検討す

るんは非常に結構なことでございます。検討し過ぎて何にも結果出やんの、小田原談義と

言うらしいですけれども、設計予算出て、実際の工事の予算が出て、それにまだ検討して

いるという、住民から見てみたら、美浜町の議会は何と甘いのと、そこのところ指摘せん

議会も笑われるように私は思います。ほかの議員はどう考えているんか知りませんけれど

も。 

 そこのとこ、結局、河合課長が松キュウリの話されているとき、はたで見てて、どんだ
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け気使うてやっているかというん、物すごう神経ぴりぴりしているなと思うんです。その

ことを思うたら、まだ、これしか大変ですよ。それをどこでするか、決めてない。 

 もう４回目ですんでやめますけれども、私そんなもん通す議会がおかしいと思いますよ。

そこら辺のことは、この予算じゃなしに、その理屈を。 

 ついでに、単独工事の１，５７０千円は、あれでいいんですかね、町長。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 そういった指摘は指摘ということで承りたいなと、こういうふうに思ってございます。 

 それと、単独工事のことも１，５００千円についてということでございますが、あくま

でも国の補助事業の中で、もし、いろんな形でこれに合わないケースがございましたらと

いう形の中で、今回でございますが、こういった単独工事ということで上程させていただ

いたということでご了解をお願いしたいなと、このように思います。 

○議長（鈴川基次君） ８番、谷口議員。 

○８番（谷口徹君） ちょっと今の田渕議員の質問に関連なんですが、先日、いろいろご

説明していただきました、このゲストハウスだとか、漁師レストランですかね。ほとんど、

私ちょっと遅れて行ったもので、詳しく説明も聞けてなかったんで、資料だけ拝見させて

いただいていたんですが、この資料のほうに載っている収入見込みで、平成３０年度５，

４９０千円とか、３１年度２，４７０千円、観光者数が同じ５００人で一気に半分以下に

減るんかなというのも疑問なんですが、そのとき説明されていたのであれば、ちょっと重

複で申しわけないんですけど、まず教えていただきたいのが１点と。 

 この各年度の収入額、これはあくまでも収入額であって、例えば利益だとかいう、全体

の収入額ということなんだろうかなと思っているんですよ。であるならばなんですが、ど

れぐらいの利益を見込んでられるんですか。いや、これが利益というんならこれでいいん

ですけれども、そこら辺ちょっとお願いします。 

○議長（鈴川基次君） 西山統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） その後、そうですね、ご説明したらよかったんですけ

ど、すみません。失礼しました。 

 この議案じゃないんであれですけれども、全員協議会でお出しした資料の数字の部分を

当然、グロスですので利益じゃありません。金額、これは最後に累計という欄があると思

うんですが、増分ですので、減るんじゃなくて、ネットの増加額が載っていると思ってく

ださい。だから、減るんではございません。 

 これもいろいろ、この場でこういう言い方をしたらいけないんですけれども、予算要求

のちょっとテクニックがありまして、これが厳密なものではなくて、予算が取りやすいよ

うな形になって、後で説明がつくぎりぎりの範囲の数字で書いております。 

 利益が幾ら出るかというのは、この予算要求上はそこまでは求められておりませんので、

そこはまだ見込んでおりません。それは今後、まさに運営していくときに、このことをや
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ることによって大幅な赤字が出るなどということになってはいけないので、利益が１円で

も多く、これも公共的な事業なんでもうければいいというもんでもないんですけれども、

適正な利益が出るように事業計画というのをつくっていかなきゃいけないのかなと思って

います。 

 すみません。答弁になっていないかわかりませんが、以上でございます。 

○議長（鈴川基次君） ８番、谷口議員。 

○８番（谷口徹君） いや、要は先ほど、田渕議員の答弁の中で、運営はできれば地域の

方でやっていただきたいと、もちろん、そうだろうと思います。地域の方は、これ、ボラ

ンティアでやるんですかね。利益度外視で。自分らの給料やら要らんと。何かしかを運営

しようと思ったら、やっぱり当然利益、人件費もかかってくる、仕入れも全部、ボランテ

ィアで美浜町の特産のシラスであったり、キュウリであったり、ただでもうてくるんです

かね。そんなわけにいきませんやん。ということは、仕入れ値というのが当然あって、そ

れで、それに対して人件費や何やら乗せて、ガス光熱費やらも全部乗せて、当然、販売す

るわけですよね、ここで。レストランの運営なんかでも、やっぱりそれなりの料理人の人

がつくらないと、長続きも多分しないと思います。当然、それなりの料理人の方で。 

 ほで、利益がまだよくわからないということなんですけれども、予算要求の中では、別

に利益まで幾らぐらい見込んでいる、いないというのは、別に言われないのはそれはそれ

でいいとしても、やっぱり運営していく上で、そのためのこういう設計業務であったり工

事であったりするわけですから、当然これぐらいの利益の見込みは考えているよと。どの

程度、どの規模のどういう規模の漁師レストランなのかわかりませんし、１週間のうちに

どんだけ営業日があるのかもわかりませんけれども、その辺が決まってきたら、ある程度、

必要経費というのは当然のことながらわかってきますわね。これぐらいのスタッフ、そろ

えないかん、こういうのをそろえないかんとなってきたら。そしたら、最低これぐらいの

収入がなかったら、こんなもん運営できひんてなってきますやん。運営できひんとなって

きたときに、いや、ほいでも、やっぱり運営せなんだらちょっと格好つかんさかいとなっ

たら、今度何が出てくんのよとなったら、当然のことながら役場の金ですわね。それか、

ただで働いてもらうかどっちかですね。ただで仕入れてもらうということになってくるん

じゃないんかなと思うんですよ。 

 だから、ある程度、ここまで設計なり、こういうものを建てるんやということができた

んであれば、やっぱりその内容的なもんも、誰に運営してもらうかは別としても、これぐ

らいのこういうレストランを経営していくのに、これぐらいの収入がなかったら、最低限

維持管理はできひんと。こんなもん、できなんだらできなんだでまあええわ、もうほたら、

やめてまおうかというふうなレベルの話じゃないんでしょう、町長。１０年も２０年も、

続けたい事業ですよね、こういうのは。１０年も２０年も続けようと思たら、やっぱりそ

れなりに利益がなかったら、続けたくても続けられませんよね。 

 そこら辺、もうちょっと、予算はこれで通って国から補助金をいただけたというのは、
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それはそれでいいんですけれども、運営するのは、その地域の方なのか、町外の方なのか、

誰かわかりませんけれども、何せ必ずそういうのがつきまとってくると思うんですよ、運

営していく以上。 

 いや、もう役場が後ろ盾になっているから、とにかく赤字垂れ流そうが何しようが、も

う、どうぞやってくださいというふうな運営でやるわけにいかんでしょう。当然。そした

ら、やっぱりそれなりに、嫌らしい言い方ですけれども、やっぱり銭勘定というのはやっ

ぱりきちっとやっとくべきやと思うんですよ。 

 そこら辺もうちょっと、もういや、まあ、そうは言うても、そんなん何もまだないんや、

決まってないんやとおっしゃるんなら、それはそれでいいんですけれども。僕はやっぱり、

その辺はもうちょっとちゃんと、せっかくこういう箱物というんか、こういうのをつくる

んですから、もうちょっと中身も具体的なもん、これでどれぐらいの利益が確保できるん

やとか、そやから運営としては多分やっていけるはずやとか。そら、実際やってみなわか

りませんけれども、ほんでも、それぐらいのある程度見込みというのはやっぱり欲しいん

ですけれども、そこら辺いかがですか。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） すみません、説明不足で申しわけないんですが、地方

創生拠点整備交付金というのは建物を建てるだけの補助金でして、これだけで私、済むと

は思っておりませんでして、実際はいろんな備品を買ったりとか、職員も非常勤職員か何

かわかりませんが雇ったりとか、そういうものも必要で、それは地方創生推進交付金とい

う制度がございまして、３カ年事業で計画をつくることになっています。これが、３月の

中旬ぐらいに、多分、３月ぐらいに申請になると思うんですけれども、今後申請するんで、

そこでどの程度要求していくかというのを考えているところでございます。 

 要するに、地方創生の交付金の設計としましては、３年間で何とか採算に乗るように考

えなさいという計画になっていまして、その間のさっきの職員費用であったりとか、もし、

地域で法人化するんであれば法人化の費用であるとか、何か、あとそれ以外のいろんなノ

ウハウのための費用であるとか、そういうのを推進交付金、ソフトのほうの交付金で予算

要求するようになっていまして、今それをちょっと考えているところでございます。 

 ただ、やっぱり、なかなか私も役人しかやっていません。昔、関空に３年ぐらい出向し

ていましたけれども、それ以外、役人しかやっていませんので、私一人の知恵じゃ、どれ

だけ利益出るかというのは確たるものは出ませんので、当然、利益出すために計画つくる

というのは、もう谷口議員おっしゃるとおり、もう当たり前の話なんですが、そのために

いろんな英知を集結して話ができればいいと思って、それで先ほど、住民の方に、実際、

商売している方とかそういう方の知恵も聞かないといけないと思いまして、そういうこと

を今後はしていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ８番、谷口議員。 
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○８番（谷口徹君） とにかく、やるからには長続きできるように、そのためにはやっぱ

り利益を上げていけるような組織なり、運営なりをやっていただけるように、一応期待は

しておきます。 

 あと、すみません、濱ノ瀬地区防火水槽改修工事の追加の工事のあれなんですが、２，

０００千円でおさまるんですか。 

○議長（鈴川基次君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 今現在、この工法については説明しますと、土どめ矢板の仮設工に関する予算でありま

して、油圧式で矢板を圧入する予定だったんですが、土質が固くてそれで入っていかない

ということで、ウォータージェット工法という水圧をかけて矢板を入れていく工法を導入

することから、この予算でございます。純然たるそのウォータージェット工法に変えるが

ための予算ということで、今回２，０００千円を計上させていただいております。これで、

このウォータージェット工法で採用することによって矢板が入っていくことで、そのまま

工事が進むと考えております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ７番、髙野議員。 

○７番（髙野正君） 統括官、先ほどから質問出ていましたが、我々議員としては、田渕

議員もおっしゃっていましたけれども、５年間の計画出したら、売り上げまでついている

のに、利益がどれぐらいよ、必要経費どれぐらいよという話は当然のことで、別に意地悪

で聞いているわけやないですよ。これ、かかる経費については何ぼかかるんや、スタッフ

が何人要ってこうします、それが計画なんですよ。だから、売り上げこれぐらいあるやろ

うという大ざっぱな予想をしても、現実にこれぐらいのスタッフ要って、調理師何名要っ

て、客が毎日どれぐらい来て、だから、利益はこれ、初めはちょっと赤字かもわからんけ

ど、積み立てていって最終的にこれぐらいになって、５年間でこれぐらい、少なくともと

んとんですよと、だからやらせてほしいんやと、こういう話ならまだわかるんですよ。 

 我々、これ、住民に説明、何もできませんよ。かかる経費についてはと、全くわからな

いんですよ、ソフト面なんです、ただ国へ補助金を求めるために出した計画書なんですと、

こんなもん、私ら計画書と言わないんですよ。こんなもん、これこそ行き当たりばったり

と言うんですよ。ただ、本当に、地方創生でそういうことになっているから、求めて、予

算請求したいんやと、くださいと言うたんです。それならまだって、それだけの話なんで

すよね、今。現実に住民の方に説明するのに、そんな説明して納得すると思いますか。 

 これ、役所はそら、役所の関係の話ならそれで済むかもしれませんよ。我々議員ですか

ら、一般の住民の皆さんに説明せなあかんです。そのとき、何の説明もできませんよ、こ

れは。どう思われますか。これからよくよく考えてほしいのは、こういう金もうけの場を

設けるんであれば、これぐらいもうかるんや、これぐらいいっときは損するけどという話

がついてこなければおかしいんですよ。こんなの民間の予算請求で、会社の請求ならまる
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っきり没ですよ。通りません。 

 我々は、住民目線に立って質問させてもらっているんですよ。役所の立場で質問してい

るんじゃないんですよ。だから、普通はかかる経費については、スタッフが何人いってっ

て言うて説明しやるん、説明書出すときにちゃんと報告してくれな、我々どうしようもな

いです。 

 誰か、この文書で、この谷口議員が示した資料で、住民の皆さんに聞かれてちゃんと説

明できるとお思いですか。まず、それ１個。それで説明できるやろ、あんたならと言われ

るなら仕方ないですけれどもね。できるかどうか。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） いろいろアドバイスありがとうございます。 

 これから、この予算というのは、私は考えるきっかけだと思ってましたんで、がちがち

に、これはこの５年後にはこんな利益出るとバラ色の説明して、私そんな、私は正直な人

間なんで、商売なんて絶対もうかる商売なんてあり得ないと思うんです。ですから、これ

でみんなで利益を出すためにどうしたらいいかと考えていこうきっかけに、今回、こうい

う予算を取ってきたんですけれども、かちかちに、これは絶対この漁師レストランをして、

こういう商売をしたら５年後にはこんだけ利益出ますなんて、私、言う自信はないです。 

 関空にいたときも、事業計画とかつくっていましたけれども、その当時、社長がパナソ

ニックから来た方で、５年間の計画なんてつくっても、そんなのでこんだけ経済変動が激

しいときにできるわけないんだから、せめて３年ぐらいの計画で経営計画をつくりましょ

うといってつくった経験もありますけれども。 

 絶対もうかるからやりましょうといって住民に説明しているというのは、逆に不誠実だ

と思うんですよ。成功するために、皆さん、お知恵かしてくださいといってやるしかない。

ただ、それは皆さんが納得してくれるかどうかは、私は言えと言われたら私は自信ありま

せん。ただ誠意を持って話すだけです。それで、皆さんに納得いっていただけなければ、

もう、この交付金の事業、すみません、できませんでしたと謝るしかないことだと思いま

すが、そのために逆に言うと、議員の皆さんも人ごとだと思わずに、いろいろこうやった

らうまく行くんじゃないかというアドバイスをいただければありがたいんかなと思ってい

ます。よろしくお願いします。すみません、ちょっと不遜な発言をしましたが。 

○議長（鈴川基次君） ７番、髙野議員。 

○７番（髙野正君） これで、２回目やけど、今、統括官、もうかる商売なんかないと言

われましたけれども、ほな商売人みんななくなりますよ。商売人、誰もしませんよ、もう

からへん商売。思いませんか。今、すごいこと言われました。商売なんてもうかるもんや

ない。もうかると思うからやっているんですよ。もうけようとしてやっているんですよ。

どうしたらもうかるかという企業努力もしているんですよ。だから、赤字、赤字じゃなし

に、利益、利益で黒字になってて、赤字でも何とか黒字にしようと、皆さん努力をされて

頑張っているんですよ。 
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 議員知恵かせというても、聞きにくりゃ何ぼでもかすかもわからんけれども、私はそう

いう商売には疎いんでやっていませんけどもね。だから、たけた人、弱い人、いろいろ世

の中には、そら、おられるでしょう。だから、たけた人に、だから、あそこに見に行った、

ここ見に行きましたかと言ったら、車がないんで見に行っていません、おっしゃったじゃ

ないですか。近場で行けるところも行かれていないんでしょう。例えば由良の、どれぐら

いもうかっているの。潰れたレストラン見に行ったかといったら、行っていませんとおっ

しゃったじゃないですか。 

 要は我々が欲しいのは、住民の皆さんに直接話する機会が多いんですから、わかります。

話するときにちゃんと説明せな、こういう計画になっとる、いや、これは絶対赤字やけど

やりまっせ。誰が住民の皆さん、納得するんですか。そんな計算、何もしていませんね、

ここ改装してつくるだけですねん。それで説明、ほなしたらええわて、誰が言いますか。

これはしたらええわ、これ、計画書出したら補助金くれるんや、いずれ美浜町の発展のた

めにやっときましょかというて、出発したら、レストランなんかよ、黒字になるなんてよ

う言わんと言うたけれども、赤字、赤字、赤字で３年、５年たって、５年目に１億円の赤

字、それ、誰が責任持つつもりですか。 

 そんな商売ってないんですよ、普通は。近辺のある施設でも、住民の方が赤字なん知ら

なんだ、黒字やばっかり思うてたと。赤字がわかって、何やこれと、どんな経営の仕方し

てんねんという話になって大騒ぎになったことがあるんです。 

 だから、計画書とちゃんと出しているやないですか、計画しているんじゃないですか。

だから、その計画には利益が何で乗せられないんですかというたら、要はかかる経費につ

いてはスタッフも何も勘定に入っていないから、ただ予算もらうための計画書、政府に出

したんです。もうそれだけの話でしょう、実際。 

 だから、それを何のためにするんかと考えていったら、美浜町、幾分か人口減少の歯ど

めになるかな、発展のためかなということで計画されたんでしょう。せっかくされたんだ

から、やっぱりかかる経費についても計算して、計上して、予想を立てるんが普通、計画

なんじゃないんですか。計画とはそういうものでしょう。 

 いや、かかる経費については、まるっきり勘定に入っていないんですというものの、レ

ストランしようかというのに、そんな計画あるんですかと私は言いたいんですよ。いま一

言、本当に利益はわからないと言いながらでも、夢でもいいですから、利益は上がるよう

に極力努力しますとか何とか言うてもらわな、これ手を挙げられませんで、はっきり言う

て。これ、住民の皆さんに説明つきませんもん。 

 利益上がらへん、かかる経費、かかるばっかりです。こんな計画、計画とは言いません

よ。だから、今、体裁よう、うそでもいいから、５年後には立派に黒字にしてやっていけ

るようにしますと言ってくださいよ。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） 私の発言を何か誤解して聞かれているようなんですけ
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れども、利益が上がるように皆さんとご相談していきたいと言っているんですけれども、

赤字に絶対なるなんて言ったこと一言もないんですけれども。ちゃんと、そういうことで

ございます。 

○議長（鈴川基次君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今の髙野議員なり、谷口議員に関連して質問させてもらいたいん

ですけれども、私が一番最初にさせてもらった質問と重なる部分もあるんですけれども、

町長、１回よく考えてくださいよ。こういう地方創生という事業をやろうとしたときに、

町がそれを受けてこういうビジョンを持ってこうしたいと、そのことをはっきり確立した

上で、人材不足するんで西山さんに来ていただいたと。あくまでも、やる主体は町なんで

すよ。全て西山さんに答えさすんじゃなしに、私からしてみたら、きちんと課長なり町長

が、今の答弁全て答えてくださって、ほんで、その上で西山さんにアドバイスいただくん

だったら結構ですよ。全部、西山さんとこ行く、この町の姿勢がおかしいと言っているん

ですよ。 

 それで、計画とか、何とかアドバイスはいただいても結構ですけれども、今言うてるよ

うに、町がやる中で、課長がこれ、答えるべきじゃないんですか。そこから先、全部任せ

てしまうんじゃなしに。そこが一番さっきから聞いているとおかしいんですよ。あくまで

も西山参事官はアドバイザーでしょう。わかりますか、言うている意味。 

 だから、主体性をきちんと持たないから、こんなになってくるんじゃないんですか。さ

っきから、議員のほうからいいアドバイスがあったらという話も出ていましたけれども、

アドバイスさせてもらえるような機会も今まであったけれども、それは後です、後ですと

いうて、全員協議会でこの地方創生の話あって、それはつくる過程の中で考えていきます

と。結局、この予算が出てくるまで、我々の中に、仮定でこういうもんをつくりたいんや

という説明あったけれども、そこら辺の経営は何かアドバイスありせんかとか何とかいう、

込み入った膝をつき合わせたような相談はありませんでしたよね。 

 そこのところ、もう一度だけ、僕これ、西山統括官に答えてもらうというんじゃなしに、

町長なり課長が、今、髙野議員なり谷口議員の言っている質問に答えてほしいんですよ。

何もかもそこへ持っていくというんは、うちの町がちゃんと理解できていない、このシス

テムが理解できていない証拠だと思うんですよ。課長なり、町長、今の私の質問にご答弁

願います。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 まず、第１番目ですけれども、決して西山統括官でございます、統括官に何もかも丸投

げではございません。そして、統括官という立場でございますが、地方創生というような

形の中で特化したことに、いろんな形で政務していただきたいということでしておる職務

でございます。 

 それと、この地方創生ということで、田渕議員のほうはすごく造詣が深いと思うんです
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けれども、本当に私も、この東京一極集中は何とかして是正して、地方の人口減をちょっ

とでもとめる、また伸びるような形の方向、そして、それとともに産業とか就業構造とか、

その辺のことを地方がやっていかんと、日本全体が本当に元気なくなるよということが地

方創生だということは、私も認識してございます。 

 そういった形の中で今回でございますが、この地方創生という形の中で交付金事業がご

ざいました。その中で何とかやっていきたいというような形の中で、今回でございますが、

この事業ということの中で国のほうでお認めいただいたということでございます。 

 その中でいえば、委託料とか、そして、先ほど統括官もおっしゃった、グランドデザイ

ンというような形の中、そして、みんなでやっていこう、決して逃げるんじゃなくて、み

んなで教育界とかそういった形の中でやっていこうということでございますので。何もか

も、先ほど統括官もご答弁させていただいたとおり、黒字開業、赤字開業というのはわか

らんとこも多々あろうかと思いますけれども、利益も考えながら、そして地方に活力とい

うような形の中でいえば、雇用とかそういった形も考え、それとともに観光とかそういっ

たことも勘案しながら、今後でございますが、今までもやっておるんですけれども、今回

のこれにつきましたならば、ある程度、言葉で言えば、見切り発車的なこともあろうかと

思うんですけれども、これに関したらば、今回のケースでいえば、ある程度はいたし方な

いことではなかろうかなと、このように思ってございます。 

 それと、あくまでも商売でも赤字云々というような形で、先ほども統括官もご答弁させ

ていただいたとは私も認識してございません。ただ、いろんな形の、例えば経済情勢の変

化等々の中でいろんなケースがあるよということで、統括官はご答弁したというような形

で私は認識もしてございますので、その辺もあわせてよろしくお願い申し上げたいなと、

このように思います。 

○議長（鈴川基次君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今の町長のご答弁、私、理解します。難しいのも理解しているし、

町がそういう方向で責任持ってやるんやと、西山統括官のほうはアドバイザーとしてお力

をおかりする立場であって、全て西山統括官に丸投げするということではないんだという

認識の中では、今の町長のご答弁、大切にしたいと思うし、納得したいと思います。 

 そこの上でですけれども、今、谷口議員がおっしゃったこと、また髙野議員がおっしゃ

ったこと、課長、あなたが担当課長なんですから、もう一度、これ採算とかについてどう

考えるか、ああ考えるかということについて、西山統括官に答えさすんじゃなしに、課長

はどう考えているんか、この事業の一番中心になるんは、結局、町長であり、最終的には

専門的なものはあなたでしょう。ですから、今、髙野議員がこういう採算ということにつ

いて、誰も疑問を思うんは当然だと思います。なぜ言うかわかるでしょう。白崎にも行っ

ておられましたけれども、地方創生じゃなしに、ふるさと何ぞで１億円出たときに、いっ

ぱいそこら辺で温泉掘って、みんな赤字ですよね。みんなと言うたら失礼ですけれども、

日高町も赤字でしたよね。だから、我々議員が見たら、町が計画して町がやることという
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のは赤字になる可能性が物すごく高いと、そういうことを危惧しているんですよ。 

 このことについて、目的は目的としてある、採算は採算としてこういうことですと、き

ちんと目的と採算ということについてどう考えているんか、課長の見解を聞かせてくださ

い。 

○議長（鈴川基次君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（中村幸嗣君） お答えします。 

 まず、この交付金につきましては、西山統括官を中心に計画を策定し、また、交付申請

を行ってきた次第でございます。 

 この交付金事業、今回補正を上げさせていただいていますけれども、この説明員として、

私、また統括官もこの議会に出席させていただいていることから、先ほどからの答弁につ

いては、中心となって交付申請をしていただきました統括官が答弁、お答えさせていただ

くのが妥当ということで、私はそういうふうに踏まえておりました。 

 この計画についてのこの採算性についてですけれども、私も先ほどの統括官の答弁の内

容に同感するところでありまして、最初からもうかるという担保的な発言というのは、現

実的にはできないと考えております。この交付金の機会があり、また現在、町が抱えてお

る課題として合致したということで、今回、この交付金事業を申請したという考えから、

一つのいい機会として、私はこの交付金事業の採択申請なり、採択をされたということで、

一つのいい機会、一つのチャンスの到来として踏まえているところでございます。以上が

今、率直な私の考えでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ３回目ですので、これぐらいにさせてもらいます。課長のご答弁

で納得します。どうも、何がこっちを言いたいかということは伝わっているようで、伝わ

っていないので非常に不安なんですけどね。 

 でも、これだけは言っておきます。この一連の地方創生の事業の取り組みというもんで

見ていたら、町に主体性がなしで、たまたま統括官が来てくれたんで、頼まよ、頼まよと、

町が主体性を持っていないように見えていますよ。西山君、これ、ここのところどう考え

るかね、アドバイスいただいたらそれだけでしょう、本当は。１から１０まで統括官に任

すというのは、町に主体性がない、西山さんが１年して去っていったときに、よう公共事

業であるように、赤字になって税金つぎ込まないかん、それだったら何のために、目的大

きいが何のために地方創生やっているかというの。 

 先ほど、地方創生の目的というのは町長、答えてくれたんで、私も全く同じ考え方で、

そのことについての目的、最終的な根本に対する目的は理解します。それは追及するつも

りはありませんけれども、でも、この事業に取り組むということは、やっぱり、それなり

の目的というのがあるし、課長が答えてくれたんでええけれども、それで納得はしますけ

ども、本当にはたから見たら、うちの町はほんまに主体性ないように見えますよ。それだ
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け、地方創生が大切なんで、最後に３回目で聞かしてもらいます。 

 委員報酬３００千円とここに出ております。本来、委員報酬とか何とかというのは、当

初予算で出てくる性格のもんだと思うんですけれども、今ここに来て、委員報酬３００千

円が出てくる理由とか、そこら辺についてちょっと質問させてもらいます。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） これ、２８年度予算なもんですから、当初予算であれ

ば、４月以降しか使えないんで。 

○９番（田渕勝平君） ごめん、２８年度の当初予算で委員報酬なんかというのは、本来

出てくるもんだというんです。 

○地方創生統括官（西山巨章君） まだ、もしかしたら間に合わないかもわからないんで

すけれども、地域で協議会みたいなものをつくって、地域の住民の方と話す仕組みをつく

りたかったんです。そこで、例えば、大学の先生とかそういう方も呼ぶこともあるかと思

って、これも実はそういうことがあったらということでよんでいるんですが、協議会をつ

くるのが間に合わなければ、３月まで間に合わない可能性もございます。 

○議長（鈴川基次君） ３番、碓井議員。 

○３番（碓井啓介君） 先ほどからいろいろとお話出ている地方創生のほうのことなんで

すけれども、統括官もおっしゃられたように、必ず黒字になるような事業はない、確信で

きるような事業はないと、赤字になる可能性ももちろんあるということで、始めていかな

いかんというようなことやと思うんやけれども、これ、もし始めて赤字になって、そのま

ま続けてもだめやというときに、今、グランドデザインがどうのこうのとか、設計業務で

全てのことをある程度形でつくっていくんやと思うんやけれども、そこをある程度小回り

のきくような変更をして、黒字に持っていけるというような変更をするというような幅と

いうのは大分あるんですか。幅がなく、もう、今出したこうでないとやっていけんのやと、

ここの施設で、この漁師飯で、こうでなけりゃあかん、この絵でないとやっていけんとい

うんだったら、これ、もし赤になったら黒にしていくすべがないですよね。 

 それを、黒にしていかんことには、３年ぐらいで黒にしていけたらというお話やと思う

んですけれども、黒にしていけるすべというんはあるもんなんですか。そこのところをち

ょっとお願いします。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） 変更申請という制度がございますので、この交付金自

体も結構幅が広いんですが、そこで読み切れない場合は、変更申請という形で可能でござ

います。 

○議長（鈴川基次君） ３番、碓井議員。 

○３番（碓井啓介君） そうしたら、その変更申請なんですけれども、例えば今やったら、

その漁師レストランの場所がもう今、決まっていますよね。これをまた変更するとかとい

うのは、そこの施設工事したりなるんで、大きく変えることはなかなか難しいかもわから
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んのですけれども、そういう大きな変更というのもできるんですか。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） この地方創生拠点整備交付金は、建物に対する交付金

なもんですから、もし変えるんであれば、もう取り下げて別途、新規で申請するという形

になると思います。ですから、変更ということはもうできないですね。 

○議長（鈴川基次君） ３番、碓井議員。 

○３番（碓井啓介君） そしたら、建物、拠点の変更はできんけれども、それ以外だった

らできるという認識ですか。例えば、漁師飯というのを、いやまた別のものにするとか。

食事をつくる施設があるんやから、三尾だったら、地域近くに漁港もあれば、あれなんで

お弁当をしたりとか、そういうふうな業務体系を変えるというようなこともできるという

ことですか。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） この建物の範囲内で変更する場合は、変更申請という

形になると思います。 

○議長（鈴川基次君） ６番、谷議員。 

○６番（谷重幸君） 私もこの地方創生交付金、事あるごとに一般質問なり、あらゆる場

面で質問はしてきているつもりなんですが、その都度申していますように、基本的には応

援はしたいんです。この漁師レストラン、ゲストハウス、恐らくこの中で、間違いなく成

功するやろうと思っている方は誰もいないでしょう、実際問題。 

 ただ、こういう話の中でやはり住民さんに参加していただくというか、住民さんの気持

ちを行政がこういう案を出して、そこに住民さんに参加してもらおうというお話やと思う

んですけれども、仮に、若い方が漁師レストランやろうかと。今の現状ですと、恐らく、

皆さん自信持ってやってくださいとなかなか言えんと思うんです。場所的なこともある、

商売目線でいくと、かなり厳しい面があるだろう、これぐらいの予想は、今でも皆さんつ

いておられると思うんです。 

 じゃ、仮に僕もそういうことはないですけれども、僕の友達がそういう気持ちないこと

もないよ、おお、おまえ１回やってみいと、私、今よう言いません。トータル的にいろん

な質問出ましたけれども、やはり、そこにビジョンが欠けているからやと思います。当然、

今の段階で統括官が、じゃ３年後、売り上げ１０，０００千円、２０，０００千円だよ、

当然言えんでしょう。黒字やよ、黒字で回していくよ、当然言えんと思います。 

 住民さんにかかわってもらう話になるかもしれない不安というのが私も持っておりまし

て、やるよという声を希望するのか、この先わからんけども何とかちょっとやってくれん

かという話になるのか、そこの感覚で大きく変わってくると思うんです。現状を考えると、

ちょっと三尾の人、何人か寄ってやってくれんかなと、そういう話になるのか、私があそ

こでやるよという声を待つのか、そこで全然変わってくると思うんです。そのあたり、今、

イメージしておられるのはどの位置におられるでしょうか。 
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○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） 非常に難しい話になってきたんですが、とりあえずま

ずは住民の方にご説明、こういう予算で、こういうことを考えて申請しましたという話を

して、実際、地域でこういう決める必要があるし、皆さんのご協力を得たいという話をす

る中ですが、どうなんですかね。ちょっと微妙なニュアンスがあれですけれども、ただ、

こういうやっぱり結局商売みたいなことになってくるんであれば、やっぱりやる気がない

と多分うまくいくものだってうまくいかないと思うんで、頼むからやってくださいという

のがいいのか、やる気のある人、奮起を待ちますというふうなやり方がいいのかというと

ころでは、私は後者のほうがいいのかと思っています。 

 だから、無理やりやってくださいというんだと、多分うまくいかないのかなと思うんで、

どうしてももうやり手が出ない後、いろんな県外の事例というのを聞いたら、地域にやり

手がいなかったら公募をするとかいって、そういうような人を呼んでくるという方法もあ

るんですが、そういうことも含めて地域の方と相談して、決断はやっぱり地域で、住民が

やっぱり私は主役と言っているんですが、住民の方がすべきではないという判断があるん

であれば、そこはもう無理やり役場がやりましょうというのは言えないのかなというふう

に個人的には思っております。 

○議長（鈴川基次君） ほかにありませんか。２番、繁田議員。 

○２番（繁田拓治君） この地方創生の交付金の獲得でありますけれども、先日も説明を

受けました。これは国の予算からしたら３００億円ぐらいですかね、この地方創生の、近

くあると思います。そして、この中で加速化交付金２，０００千円弱ですか、そのほかに

も女性活躍推進の交付金であるとか、子育ての母子保健衛生の交付金とかありますけれど

も、こういった２，０００千円ぐらいのお金で、ぐらいと言ったらおかしいけれども、２

００億円のお金を国で取り合いをしておると。 

 これはどこの町でも、欲しいから取り合いになるんであろうと思われますし、そういう

ことでいいますと、我が町は、今までこういったことについて余り積極的に参加をしてこ

なかったんじゃないかなと思われます。他町の人からも、そういう声も聞いたりしたこと

があります。 

 私は、具体的にというか、結論として、積極的に補助金を得てまちを活気づけていただ

きたい、このように思っておるわけでありますけれども、こういったお金を市町村が多く

獲得するということは、県としても助かるだろうし、喜ばしいことであろうと思われるん

ですが、そこら辺、副町長、県でおられてどう感じておられますか。 

○議長（鈴川基次君） 副町長。 

○副町長（笠野和男君） 今回のお金なんか特においしいというか、なかなか交付の算入

の分も高いということで、そやので積極的に取り入れてやっていくということは、当然、

県にいてるときもそういうことを考えながらいろんな施策に取り組んできました。 

 ただ、いろんな話出てきている中で、やっぱり町に余り最終的には赤字というか、変な
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負担が出ないようにということは絶えず心がけて、ちゃんと見ていかないとあかんかなと

いうふうに思っていますので、その辺、私も統括官といろいろな話ながら、それこそいろ

いろ全般的に、いろんなことでおいしいものをもらって結局悪いものにならないようにと

いうことは十分考えていきたいと思いますし、今後とも、こういうことでたくさんお金を

もらえるということには積極的に対応していくべきやというふうに思っております。 

○議長（鈴川基次君） ２番、繁田議員。 

○２番（繁田拓治君） はい、この補助金の申請、獲得については文書で行うと思うんで

すが、これも、課長ともいろいろ相談しながらのことであると思いますけれども、最終的

には、統括官がいろいろ幅広くいろんなことを調べておると思われますんで、こういった

ことについてはお任せをして情報収集していただいて、できるだけ採択していただけるよ

うにと、私自身願っておるわけなんです。 

 そこで、新しいことをやろうとすればいろんな意見も出て当然であろうが、とにかくチ

ャレンジしていただきたいと、そうでないとこのままではどんどん衰退と言うたらおかし

いですけれども、人口減も含めて、三尾の地区の状態も見てみますと、衰退していってい

るように思われます。 

 この前の説明のこの写真にもあります、野田邸、野田先生の家ですけれども、これは、

初め取り壊しの話が出ておったわけなんです。解体費用も考えると、更地にして売却する

となると採算が合うかどうか、売れるかどうかわかりませんし、その家自体、私も中へ入

ったことあるんですが、非常に再利用の価値が高い家であると思われます。十分利用価値

が可能であると思っております。 

 失敗したらとか、いろいろ意見も出ましたけれども、国の予算の中で２７年度の決算見

たら、９８兆円とか１００兆円とか、そういう大きな金額の中の話でありますので、これ

は微々たるものでありましょうけれども、とにかく前向きにとにかく取り組んでこういっ

たことを行ってほしいと、私そういう気持ちを持っておるんですよ。統括官、いま一度、

答弁いただけたら。 

○議長（鈴川基次君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） いろいろアドバイスありがとうございます。 

 私も和歌山市ではありますけれども、和歌山県人として、やっぱり和歌山県のいろんな

市町村が元気になってもらいたいということで、美浜町も第二のふるさとというつもりで

今までやっていまして、特に三尾地区に、私はバスで行くことが多いんですけれども、バ

ス停をおりたときに何か空気感がすごい違って、私個人的にはすごいいい地区だなと思っ

て。ただ、自分のイメージでは、小学校のときに習ったイメージで、アメリカ村といった

らいろんな洋館がいっぱい建ち並んで、すごいちょっと何かモダンな雰囲気のするところ

であるというところだったのが、いざバス停をおりてみると、バス停にはアメリカ村と書

いてあるんですけれども、もうそれらしい建物も余りなくて、人も歩いていなくて、この

まま何か歴史から消えていくんじゃないかなというすごい危機感を感じたんで、それで、



平成２９年美浜町議会第１回臨時会（第１日） 

 

 

 

24 

難しいのは承知でこういうアイデアを考えたんです。 

 ただ、特に野田邸にはすごい、その中でも数少ないアメリカ村らしい建物なので、いい

なと思っていてたまたま入った、たまたま歩いてまして何度も実は三尾地区には一人で行

って歩いて回っていたんですけれども、たまたま入った美容室の方から、あそこの建物を

取り壊すらしいよという話を聞いてびっくりして、町長とか副町長にご相談したんです。

だから、特に野田邸はもうアメリカ村の魂のような建物なんで何とか残せないかという中

で、実は野田邸からで、このアイデアは。 

 ただ、この漁師レストランとゲストハウスは、ある程度収入が見込めないとこの予算が

もらえないというのがあったんで、野田邸を生かすためにこの２つのアイデアも集まって

考えたんですけれども、今回残念ながら、肝心の野田邸だけが交付金申請の採択から漏れ

たんですけれども、３月の２次募集の要件には、前回、全員協議会でもお話ししましたよ

うに、歴史的象徴の建物にいろんな地域の資料を展示するというものも対象にかかわった

ということで、かなり採択の可能性が出たので、できればこの３つの建物、今回、３月の

申請で野田邸も認めてもらって、この建物三位一体でアメリカ村の再生のために何かお役

に立てればいいなと思っています。 

 ただ、私、本当に正直な人間なんで、本当に絶対もうかるとかそういうことは言えない

んですけれども、もちろん、そうかといって赤字でいいとも思っていないし、ましてや、

この美浜町役場から給料をいただいているんで、その美浜町役場に何か迷惑をかけるよう

なことなんていうのは一切したくもないぐらいの気持ちで、ちょっと言葉が下手くそなん

で思いを伝えられないんですけれども、何とか、当然この事業、プロジェクトも成功して、

採算も出て、こんなことでやるんだったら自分たちもやってみようということで、この補

助金と関係なく、民間の方がどんどん、例えば今、空き家を改修して何らかの収益的な施

設になっていけば、かつての三尾地区がまたアメリカ村と言われたころのようになって、

ここまで言っていいのかどうかわかりませんけれども、子どももどんどんふえて、じゃ、

三尾小学校やっぱりもう一回開校しようよというぐらいになるのが、実は私の夢でござい

ます。 

 本当にでも、余り夢物語をまた語り過ぎて、おまえそんなん言ったけどうそついたと言

われると困るんですけれども、そういうぐらいの気持ちで、これから住民の方とお話しし

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ２番、繁田議員。 

○２番（繁田拓治君） ありがとうございます。 

 新しく取り組むことであるんですから、十分熟慮するのは当然であろうと思われます。

こういった取り組みで参考になるかどうかわかりませんけれども、四国に神山町という昔

村やって合併した、限界集落に近いような状態になりかけていた村、今は町になっており

ますけれども、そういったところを立て直したところがあります。ここはＮＰＯが中心に
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なって幅広く行っておると。そこで、そういう彼らの話を聞いてみますと、できない理由

よりできる方法を模索せよと、とにかく始めろと、そういう言葉を合い言葉にして取り組

みを進めて、今のところ、物すごい人口増につながって、日本の中でも成功しているとこ

ろであります。この補助金の関係でＮＰＯだけではうまくいきませんので、町とタイアッ

プをして、いろんな取り組みを、すごい取り組みですけれどもしておるところがあります。 

 私もそこを視察に行きましたんで、視察報告も出しますので、当然でありますので、前

にも統括官とか町長にもお見せしたことあると思うんですけれども、参考になると思われ

ますので、そこら辺のそういうところを一度また見てこられるとか。 

 最終的には町長の判断になろうと思われますけれども、見解を求めます。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 繁田議員にお答えいたします。 

 いろんな事例もあろうかと思います。その中で、やはり町としていろんな形で模倣とい

うんですか、まねというのは私も大事だと思いますので、今、繁田議員がおっしゃった徳

島のほうの前もお聞きしたことは記憶にございます。一度、私自身、まだ行ったことはご

ざいません。その辺も含めた中で、今後、その辺も検討してまいりたいなと、このように

思ってございます。ありがとうございます。 

○議長（鈴川基次君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 余り長々と何したらいかんので、さっと話を。 

 ええ機会やと思うんで、教育長、せっかく出席しておられるんで、私、教育長に答えて

もらおうかなという気があるんです。と申しますのは、この地方創生関連の町づくり、村

づくりということになったら、町づくりができているかどうかというのが、物すごく成功

するかせんかの一つのキーポイントを担っていると思うんです。いわゆる町づくりという

中に、一番基本的なのは生涯学習だと私は考えております。したがいまして、地方自治の

一番根本とは、そら民主的とかいろんなことがありますけれども、生涯学習が中心になる

と思います。 

 そういう意味からいうたら、ここに目的で、ふるさと教育という言葉も出ているように、

郷土を愛する心を醸成し、これらにより雇用機会云々。ほんまの目的の中心というのは、

これ、生涯学習と言うてもええわの。私、教育長に向かって聞かな仕方ないんです。本来、

生涯学習というのは企画の担当やと思うんやけれども、うちの町はそっちになっているん

でね。 

 きょうは、いろいろお話ししている中で、せっかく教育長、来てくれてあるんで。私は、

生涯学習が行き届いた町は、こういう地方創生してもうまいこといくけれども、生涯学習

のうまいこと醸成のできていないとこはうまいこといかんな、町づくり、村づくり、何し

てもうまいこといかんなと、そういう概念でずっと見ているんです。ほとんど当たってい

ると思うんです。 

 町長、実際ここでこういう企画をして、住民の方に集まっていただいて、こういう企画
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をしていこうというときに、教育長が関係ないように思うけれども、持ってきたら、これ

最終的に教育長が生涯学習をどう考えるかというとこができているかできていないかで、

成功するか失敗するかと、僕、一番根本はここだと思うんです。 

 教育長、私の考え方、批判でも結構ですし、教育長のお考え、私が生涯学習の質問をし

たときに、出前講座、正確には何というか、出前講座の話したら、いつかこの役にも少し

はなろうかと思うというような答弁で、それはそれで正しいと思うんですけれども、その

程度のもんで、こういう事業が出てきたときにそれを担うだけの力が、生涯学習を担当し

ている教育長としては、醸成されて育っていっていると思いますか。その見解、私に対す

る批判でも結構ですので、ご答弁願いたいと思います。 

○議長（鈴川基次君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 田渕議員のご質問にお答えしたいと思います。生涯学習というの

は、田渕議員がおっしゃられるように、結局は町民が生き生きと、どういう形で町の中で

生活するか、活動するかということが究極の目的であろうかと、私はそのように思ってお

ります。 

 ですから、地方創生によって、町が生き生きと活性化されていくと、これも大きな生涯

学習の目的の一つであるというふうに思っております。ですから、今、企画のほうでやら

れておりますこの事業についても、生涯学習社会へ到達するための一つの道筋であると、

私自身はそのように踏まえてこの事業を見させていただいていると。教育委員会のほうで

も、力をかせる部分があれば加担というんですか、お手伝いをしていきたいと、そのよう

な考えを持っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、議案第１号 平成２８年度美浜町一

般会計補正予算（第６号）については原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 再開は１１時１０分とします。 

午前十一時〇〇分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時一〇分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 
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 私、先ほど諸般の都合により、副議長に議長の辞職願を提出いたしました。許可してい

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○副議長（繁田拓治君） 議長を交代します。 

 ただいま鈴川議員から議長辞職願が提出されましたので、私が議事を進めてまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 お諮りいたします。 

 この際、議長辞職についてを日程に追加し、追加日程第８として、直ちに議題にしたい

と思いますが、これにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○副議長（繁田拓治君） 異議なしと認めます。したがって、議長辞職についてを日程に

追加し、追加日程第８として、直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第８ 議長辞職についてを議題とします。 

 地方自治法第１１７条、除斥の規定によって、鈴川議員の退場を求めます。 

 （鈴川議員退場） 

 これより、事務局長が辞職願を朗読します。 

○事務局長（北裏典孝君） 平成２９年２月１４日。 

 美浜町議会 副議長 繁田拓治様。 

 美浜町議会 議長 鈴川基次。 

 辞職願。 

 このたび、諸般の都合により、議長を辞職したいから許可されるよう願い出ます。 

 以上です。 

○副議長（繁田拓治君） お諮りします。 

 ただいま議題となっております議長辞職については、質疑・討論を省略の上、直ちに採

決に入りたいと思いますが、これにご異議ありませんか 

○議員 「異議なし」 

○副議長（繁田拓治君） 異議なしと認めます。したがって、議長辞職については、直ち

に採決することに決定しました。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 鈴川議員の議長辞職を許可することに賛成の方は起立願います。 

○議員 （起立多数） 

○副議長（繁田拓治君） 起立多数です。したがって、鈴川議員の議長辞職を許可するこ

とに決定しました。 

 除斥の議事が終了しましたので、鈴川議員の除斥を解除します。 

 （鈴川議員入場） 

 鈴川議員に申し上げます。ただいま議長辞職の願い出については、願い出のとおり許可

することに決定されましたから、告知します。 
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 ただいま議長が欠員となりました。 

 お諮りします。 

 この際、議長選挙についてを日程に追加し、追加日程第９として、直ちに選挙を行いた

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○副議長（繁田拓治君） 異議なしと認めます。したがって、議長選挙についてを日程に

追加し、追加日程第９として、直ちに議題とすることに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前十一時十六分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時十六分再開 

○副議長（繁田拓治君） 再開します。 

 追加日程第９ 議長選挙についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 選挙は、投票で行いたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○副議長（繁田拓治君） 異議なしと認めます。したがって、選挙は投票によって行いま

す。 

 ただいまから議長選挙を行います。 

 議場の出入口の閉鎖を命じます。 

 （議場閉鎖） 

 ただいまの出席議員数は１０人です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に５番、龍神議員、６番、谷議員を指

名します。 

 投票用紙を配付します。 

 （投票用紙配付） 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

○議員 「ありません」 

○副議長（繁田拓治君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

 （投票箱点検） 

 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名で行います。 

 投票用紙に被選挙人の氏名記載の上、議席番号１番議員から、順次投票願います。 
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 （投 票） 

 投票漏れはありませんか。 

○議員 「ありません」 

○副議長（繁田拓治君） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 ただいまから開票を行います。 

 ５番、龍神議員、６番、谷議員、開票の立ち会いをお願いします。 

 （開 票） 

 選挙の結果を報告します。 

 投票総数１０票。これは先ほどの出席議員数に符合しています。そのうち、有効投票１

０票。無効投票０票です。有効投票の内、髙野正議員１０票。 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は２．５票です。したがって、髙野正議員が議長に当選されまし

た。 

 選挙が終わりましたので、議場の出入口の閉鎖を解除します。 

 （議場閉鎖解除） 

 ただいま議長に当選されました髙野正議員が議場におられますので、会議規則第３３条

第２項の規定によって当選の告知をします。 

 当選人から就任の挨拶を許可します。 

○議長（髙野正君） まず初めに、本当にありがとうございます。 

 何かとありましたが、まさか私自身、１０票の満票をいただけるとは本当に想定外のこ

とでございます。過去にも一度、議長を経験したことがありますが、私が今後最も重視し

たいのは、委員会、特に常任委員会におきましては大切にやっていきたいと思っておりま

す。私、過去には、過去にはと今もそうでありますが、文厚の委員長をさせていただいて

おります。ひねくれ者の私でありますので、何個か、１項目、２項目、委員会の所管から

削ったことがございます。今度、新たな委員長になるお方にはもとに戻していただきたい

なとも思っております。各委員長のもとに、それぞれ、住民目線でやっていただきたいな

と思っております。特に、常任委員会での所管のとり方については、もっともっと、ふや

していただきたいとも思っておりますので、皆様のご協力、今後ともよろしくお願いした

いということで、甚だ簡単措辞ではございますが、挨拶とさせていただきます。 

○副議長（繁田拓治君） これをもちまして、議長選挙を終わります。 

 新議長、議長席にお着き願います。 

 しばらく休憩をします。 

午前十一時二十九分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時三十一分再開 
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○議長（髙野正君） 再開します。 

 ただいま、繁田拓治議員から、副議長辞職願が提出されました。 

 お諮りします。 

 この際、副議長辞職についてを日程に追加し、追加日程第１０として、直ちに議題にし

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、副議長辞職についてを日程に追

加し、追加日程第１０として、直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１０ 副議長辞職についてを議題とします。 

 地方自治法第１１７条、除斥の規定によって、繁田議員の退場を求めます。 

 （繁田議員退場） 

 これより、事務局長が辞職願を朗読します。 

○事務局長（北裏典孝君） 平成２９年２月１４日。 

 美浜町議会議長、髙野正様。 

 美浜町議会副議長、繁田拓治。 

 辞職願、このたび、諸般の都合により、副議長を辞職したいから許可されるよう願い出

ます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） お諮りします。 

 ただいま議題となっております副議長辞職願については、質疑・討論を省略の上、直ち

に採決に入りたいと思いますが、これにご異議ありませんか 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、副議長辞職については、直ちに

採決することに決定しました。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 繁田議員の副議長辞職を許可することに賛成の方は起立願います。 

○議員 （起立多数） 

○議長（髙野正君） 起立多数です。したがって、繁田議員の副議長辞職を許可すること

に決定しました。 

 除斥の議事が終了しましたので、繁田議員の除斥を解除します。 

 （繁田議員入場） 

 繁田議員に申し上げます。ただいま副議長辞職の願い出については、願い出のとおり許

可することに決定されましたから、告知します。 

 ただいま副議長が欠員となりました。 

 お諮りします。 

 この際、副議長選挙についてを日程に追加し、追加日程第１１として、直ちに選挙を行
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いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、副議長選挙についてを日程に追

加し、追加日程第１１として、直ちに議題とすることに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前十一時三十五分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時三十五分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 追加日程第１１ 副議長選挙についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 選挙は、投票で行いたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、選挙は投票によって行います。 

 ただいまから副議長選挙を行います。 

 議場の出入口の閉鎖を命じます。 

 （議場閉鎖） 

 ただいまの出席議員数は１０人です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に３番、碓井議員、４番、北村議員を

指名します。 

 投票用紙を配付します。 

 （投票用紙配付） 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

 （投票箱点検） 

 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名で行います。 

 投票用紙に被選挙人の氏名記載の上、議席番号１番議員から、順次投票願います。 

 （投 票） 

 投票漏れはありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） 投票漏れなしと認めます。 
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 投票を終わります。 

 ただいまから開票を行います。 

 ３番、碓井議員、４番、北村議員、開票の立ち会いをお願いします。 

 （開 票） 

 選挙の結果を報告します。 

 投票総数１０票。これは先ほどの出席議員数に符合しています。そのうち、有効投票１

０票。無効投票０票です。有効投票の内、谷重幸議員１０票。 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は２．５票です。したがって、谷重幸議員が副議長に当選されま

した。 

 選挙が終わりましたので、議場出入口の閉鎖を解除します。 

 （議場閉鎖解除） 

 ただいま副議長に当選されました谷重幸議員が議場におられますので、会議規則第３３

条第２項の規定によって当選の告知をします。 

 当選人から就任の挨拶を許可します。 

○副議長（谷重幸君） まず、満票にて副議長の職を私にお預けいただけましたことに、

まず感謝申し上げます。 

 先ほど、議長も言われましたとおり、委員会しかり、そして一議員としての活動、それ

からまた、一議会としてのさらなる活躍が求められる時代にあります。そうしたことも十

分念頭に置きながら、しっかりと議長のお支えをする役割を果たしてまいりたいと思いま

す。どうぞ、皆様のご協力、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げまして挨拶といたし

ます。 

○議長（髙野正君） 正副議長の異動に伴い、議席の変更が生じました。 

 お諮りします。 

 この際、議席の変更についてを日程に追加し、追加日程第１２として、直ちに議題にし

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議席の変更についてを日程に追

加し、追加日程第１２として、直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１２ 議席の変更についてを議題とします。 

 正副議長の異動に伴い、会議規則第４条第３項の規定により、議席の変更をしたいと思

います。 

 議席については、１番、議長、２番、副議長にしたいと思います。 

 お諮りします。 

 ただいま着席の議席にご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 
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○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま着席のとおり議席を変

更することに決定しました。 

 議席番号と氏名を事務局長から報告します。 

○事務局長（北裏典孝君） 報告します。 

 １番 髙野正議長、２番 谷重幸副議長、３番 碓井啓介議員、４番 北村龍二議員、

５番 龍神初美議員、６番 繁田拓治議員、７番 鈴川基次議員、８番 谷口徹議員、９

番 田渕勝平議員、１０番 中西満寿美議員。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） しばらく休憩します。 

 なお、１３時３０分から全員協議会を開催したいと思いますので、会議室にご参集願い

ます。 

午前十一時四十六分休憩 

   ―――・――― 

午後二時四十五分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 日程第６ 常任委員会委員の選任についてを議題とします。 

 常任委員会委員の任期は、委員会条例第３条の規定により２年となっています。 

 したがって、２月１９日をもって任期満了となります。 

 常任委員会委員の選任につきましては、委員会条例第７条第４項の規定により、議長が

会議に諮って指名することになっています。 

 これにより指名します。 

 総務産業建設常任委員会委員に、碓井議員、谷口議員、谷議員、北村議員、田渕議員、

文教厚生常任委員会委員に、龍神議員、中西議員、髙野議員、繁田議員、鈴川議員、以上

のとおり指名したいと思いますが、これについてご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました諸君

をそれぞれの常任委員に選任することに決定しました。 

 なお、任期の始めは２月２０日です。 

 日程第７ 議会運営委員会委員の選任についてを議題とします。 

 議会運営委員会委員の任期は、委員会条例第４条の２第３項の規定により、２年となっ

ています。したがって、２月１９日をもって任期満了となります。 

 議会運営委員会委員の選任につきましては、委員会条例第７条第４項の規定によって、

議長が会議に諮って指名することになっています。 

 これにより指名します。 

 議会運営委員会委員に、鈴川議員、中西議員、碓井議員、北村議員、龍神議員、繁田議

員、谷口議員、田渕議員、以上のとおり指名したいと思いますが、これについてご異議あ
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りませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました諸君

を議会運営委員会委員に選任することに決定しました。 

 なお、任期の始めは２月２０日です。 

 しばらく休憩します。 

午後二時四十七分休憩 

   ―――・――― 

午後二時四十八分再開 

○副議長（谷重幸君） 再開します。 

 ただいま、議会広報特別委員会委員、髙野委員から、辞任願いが提出されましたので、

議長を交代します。 

 特別委員会委員については、任期の規定がありません。辞任の許可については、委員会

条例第１２条第２項の規定により、議会の許可を得なければならないとなっています。 

 お諮りします。 

 この際、議会広報特別委員会委員の辞任についてを日程に追加し、追加日程第１３とし

て、直ちに議題としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

○議員 「異議なし」 

○副議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議会広報特別委員会委員の辞任についてを日程に追加し、追加日程第１３

として、直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１３ 議会広報特別委員会委員の辞任についてを議題とします。 

 地方自治法第１１７条、除斥の規定によって、髙野委員の退場を求めます。 

 （髙野委員退場） 

 これより、事務局長が辞任願を朗読します。 

○事務局長（北裏典孝君） 平成２９年２月１４日。 

 美浜町議会議長様。 

 議会広報特別委員会委員 髙野正。 

 辞任願。 

 このたび、諸般の都合により、議会広報特別委員会委員を辞任したいので許可されるよ

う願い出ます。 

 以上です。 

○副議長（谷重幸君） 髙野委員の議会広報特別委員会委員の辞任を許可することにご異

議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○副議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、髙野委員の議会広報特別委員会委員の辞任を許可することに決定しました。 

 （髙野委員入場） 

 髙野委員に申し上げます。ただいま議会広報特別委員会委員の辞任の件については、願

い出のとおり許可することに決定されましたから告知します。 

 しばらく休憩します。 

午後二時五十一分休憩 

   ―――・――― 

午後二時五十一分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 ただいま議会広報特別委員会委員１名が欠員となりました。 

 お諮りします。 

 この際、議会広報特別委員会委員の選任についてを日程に追加し、追加日程第１４とし

て、直ちに議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議会広報特別委員会委員の選任

についてを日程に追加し、追加日程第１４として、直ちに議題とすることに決定いたしま

した。 

 追加日程第１４ 議会広報特別委員会委員の選任についてを議題とします。 

 委員会条例第７条第４項の規定により、議長が会議に諮って指名することになっていま

す。 

 これにより指名します。 

 議会広報特別委員会委員に鈴川議員を指名したいと思いますが、これについてご異議あ

りませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました鈴川

議員を議会広報特別委員会委員に選任することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

 再開は３時といたします。 

午後二時五十三分休憩 

   ―――・――― 

午後三時〇〇分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 お諮りします。 

 御坊広域行政事務組合議会議員、繁田拓治議員が、２月６日に辞職願を提出し、組合議

会議長より許可されたので、欠員が生じてきました。したがって、これを日程に追加し、

追加日程第１５として、直ちに議題にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
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○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、御坊広域行政事務組合議会議員

選挙についてを日程に追加し、追加日程第１５とし、直ちに議題とすることに決定しまし

た。 

 追加日程第１５ 御坊広域行政事務組合議会議員選挙についてを議題とします。 

 選挙の方法についてをお諮りします。 

 本組合議会議員の選挙については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選

にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決定しました。 

 指名の方法については、議長において指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しま

した。 

 本組合議会議員に、繁田議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名した繁田議員を本組合議会議員の当選人と定めることにご異議あ

りませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました繁田議員

が本組合議会議員に当選されました。 

 御坊広域行政事務組合議会議員に当選されました繁田議員が議場におられますので、会

議規則第３３条第２項の規定により告知します。 

 これをもちまして、御坊広域行政事務組合議会議員選挙を終わります。 

 お諮りします。 

 御坊市外五ヶ町病院経営事務組合議会議員髙野正議員が、２月６日に辞職願を提出し、

組合議会議長より許可されたので、欠員が生じました。したがって、これを日程に追加し、

追加日程第１６として、直ちに議題にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、御坊市外五ヶ町病院経営事務組

合議会議員選挙についてを日程に追加し、追加日程第１６として、直ちに議題とすること

に決定しました。 

 追加日程第１６ 御坊市外五ヶ町病院経営事務組合議会議員選挙についてを議題としま

す。 

 選挙の方法について、お諮りします。 
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 本組合議会議員の選挙については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選

にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決定しました。 

 指名の方法については、議長において指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しま

した。 

 本組合議会議員に、北村議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名した北村議員を本組合議会議員の当選人と定めることにご異議あ

りませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました北村議員

が本組合議会議員に当選されました。 

 御坊市外五ヶ町病院経営事務組合議会議員に当選されました北村議員が議場におられま

すので、会議規則第３３条第２項の規定により告知します。 

 これをもちまして、御坊市外五ヶ町病院経営事務組合議会議員選挙を終わります。 

 お諮りします。 

 日高広域消防事務組合議会議員田渕勝平議員が、２月６日に辞職願を提出し、組合議会

議長より許可されたので、欠員が生じてきました。したがって、これを日程に追加し、追

加日程第１７として、直ちに議題にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、日高広域消防事務組合議会議員

選挙についてを日程に追加し、追加日程第１７として、直ちに議題とすることに決定しま

した。 

 追加日程第１７ 日高広域消防事務組合議会議員選挙についてを議題とします。 

 選挙の方法について、お諮りします。 

 本組合議会議員の選挙については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選

にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 指名の方法については、議長において指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 
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○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しま

した。 

 本組合議会議員に、田渕議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名した田渕議員を本組合議会議員の当選人と定めることにご異議あ

りませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました田渕議員

が本組合議会議員に当選されました。 

 日高広域消防事務組合議会議員に当選されました田渕議員が議場におられますので、会

議規則第３３条第２項の規定により告知します。 

 これをもちまして、日高広域消防事務組合議会議員選挙を終わります。 

 お諮りします。 

 御坊日高老人福祉施設事務組合議会議員谷口徹議員が、２月６日に辞職願を提出し、組

合議会議長より許可されたので、欠員が生じてきました。したがって、これを日程に追加

し、追加日程第１８として、直ちに議題にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、御坊日高老人福祉施設事務組合

議会議員選挙についてを日程に追加し、追加日程第１８として、直ちに議題とすることに

決定しました。 

 追加日程第１８ 御坊日高老人福祉施設事務組合議会議員選挙についてを議題とします。 

 選挙の方法について、お諮りします。 

 本組合議会議員の選挙については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選

にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。異議なしと認めます。したがって、選挙の方

法は指名推選で行うことに決定しました。 

 指名の方法については、議長において指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しま

した。 

 本組合議会議員に、碓井議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名した碓井議員を本組合議会議員の当選人と定めることにご異議あ

りませんか。 

○議員 「異議なし」 
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○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました碓井議員

が本組合議会議員に当選されました。 

 御坊日高老人福祉施設事務組合議会議員に当選されました碓井議員が議場におられます

ので、会議規則第３３条第２項の規定により告知します。 

 これをもちまして、御坊日高老人福祉施設事務組合議会議員選挙を終わります。 

 お諮りします。 

 和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員中西満寿美議員が、２月７日に辞職願を提出

し、広域連合議会議長より許可されたので、欠員が生じてきました。したがって、これを

日程に追加し、追加日程第１９として、直ちに議題にしたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、和歌山県後期高齢者医療広域連

合議会議員選挙についてを日程に追加し、追加日程第１９として、直ちに議題とすること

に決定しました。 

 追加日程第１９ 和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙についてを議題としま

す。 

 選挙の方法について、お諮りします。 

 広域連合議会議員の選挙については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推

選にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決定しました。 

 指名の方法については、議長において指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しま

した。 

 本広域連合議会議員に、中西議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名した中西議員を本広域連合議会議員の当選人と定めることにご異

議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました中西議員

が本広域連合議会議員に当選されました。 

 和歌山県後期高齢者医療広域連合事務組合議会議員に当選されました中西議員が議場に

おられますので、会議規則第３３条第２項の規定により告知します。 

 これをもちまして、和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙を終わります。 
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 しばらく休憩します。 

 ３時２０分まで休憩をいたします。 

午後三時一〇分休憩 

   ―――・――― 

午後三時二〇分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 議会構成が全て決まりました。お手元配付のとおりです。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 本臨時議会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 平成２９年美浜町議会第１回臨時会を閉会します。 

午後三時二十一分閉会 


